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令和５年９月議会、村長提案
説明内容を抜粋してお知らせ
します。一般質問・審議内容
等は議会便りをご覧ください。

令
和
５
年
９
月

村
議
会

村
長
提
案
説
明

今
定
例
会
は
決
算
議
会
で
も
あ
り
、

令
和
４
年
度
の
一
般
会
計
決
算
案
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
歳
入
決
算
額
は
37
億
９
，

１
０
０
万
円
、
歳
出
決
算
額
は
36
億
６
，

０
８
６
万
円
と
な
り
、
前
年
比
、
歳
入

１
・
３
％
、
歳
出
2
・
４
％
の
増
と
な
り

ま
し
た
。
な
お
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は

１
億
３
，０
１
４
万
円
の
黒
字
と
な
り
、

健
全
化
判
断
比
率
は
４
つ
の
財
政
指
標

と
も
健
全
財
政
範
囲
内
の
結
果
で
あ
り

ま
し
た
。

夏
の
大
き
な
行
事
が
４
年
ぶ
り
に
戻
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
各
区
の
公
民
館
主

催
の
納
涼
祭
は
、
コ
ロ
ナ
で
失
わ
れ
た

４
年
間
を
取
り
戻
す
が
ご
と
く
、
以
前

に
も
増
し
て
人
出
も
多
く
大
盛
況
で
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
他
、
お
夏
祭
り
・
鉢

盛
山
登
山
マ
ラ
ソ
ン
・
ヤ
マ
メ
の
つ
か

み
取
り
、
お
盆
の
行
事
で
あ
る
地
区
対

抗
野
球
大
会
・
ヤ
マ
メ
釣
り
大
会
、
と

主
催
者
の
皆
さ
ん
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の
ご
苦
労
の
賜
物

で
各
行
事
が
成
功
裏
に
終
了
し
ま
し
た
。

お
夏
ま
つ
り
や
公
民
館
の
納
涼
祭
で
村

外
の
方
か
ら
、
朝
日
村
に
こ
ん
な
に
多

く
の
若
い
方
や
子
供
さ
ん
が
い
る
の
で

驚
い
た
と
の
お
話
を
い
た
だ
き
、
実
は

私
も
同
じ
く
感
じ
ま
し
て
、
朝
日
村
の

元
気
度
・
活
力
度
も
Ⅴ
字
回
復
し
て
き

た
な
と
思
い
ま
し
た
。

今
年
の
夏
の
平
均
気
温
は
気
象
庁
の

観
測
記
録
が
残
る
１
２
５
年
間
で
過
去

最
高
の
高
温
を
記
録
し
た
様
で
す
。
特

に
７
月
の
高
温
は
全
世
界
的
に
一
番
の

記
録
で
あ
っ
た
様
で
す
し
、
雨
が
少
な

く
猛
暑
が
続
く
天
候
は
、
朝
日
村
の
高

原
野
菜
の
生
育
に
大
き
な
影
響
が
あ
り

ま
し
た
。
７
月
下
旬
に
行
わ
れ
た
Ｊ
Ａ

野
菜
販
売
対
策
会
議
で
は
数
量
・
金
額

と
も
や
や
昨
年
を
下
回
る
状
況
と
お
聞

き
し
ま
し
た
が
、
続
く
８
月
の
猛
暑
で

影
響
が
拡
大
し
た
様
で
す
。
今
後
の
秋

作
に
期
待
し
、
台
風
等
の
影
響
が
無
い

事
を
祈
り
ま
す
。

今
年
度
３
回
行
わ
れ
た
地
区
草
刈
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
約
６
０
０
人
の
ご
参

加
を
い
た
だ
き
朝
日
村
の
美
化
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
人
と
人
の
交
流
が
途
絶
え
、

行
政
と
村
民
の
対
話
や
人
間
関
係
も
希

薄
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
様

な
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に
公
約
で
挙

げ
ま
し
た
融
和
集
会
を
６
月
か
ら
月
１

回
の
ペ
ー
ス
で
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

徐
々
に
気
楽
に
な
ん
で
も
話
せ
る
環
境

に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、
今
後

は
地
区
に
出
向
い
て
融
和
集
会
を
開
催

し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
防
災
減
災
関
係
で
す
が
、
６
月

中
旬
に
、
今
年
度
の
土
砂
災
害
防
災
訓

練
を
三
ヶ
組
地
区
で
行
い
、
多
く
の

皆
さ
ん
に
避
難
訓
練
と
防
災
講
習
会
に

参
加
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回

で
18
地
区
目
の
土
砂
災
害
危
険
地
区
で

の
訓
練
と
な
り
、
残
る
は
２
地
区
、
御

道
開
渡
と
下
古
見
の
一
部
と
な
り
ま
す
。

終
了
し
た
地
区
で
は
各
地
区
に
合
わ
せ

た
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
完
成
す
る
と
よ

り
良
い
防
災
活
動
に
繋
が
り
ま
す
。

ま
た
、
地
震
総
合
防
災
訓
練
で
は
、

全
村
で
昨
年
よ
り
１
５
０
人
多
い
約

１
，０
０
０
人
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
新
た
な
取
組
と
し
て
、
我
が
家
は

異
常
が
な
い
サ
イ
ン
と
し
て
玄
関
に
タ

オ
ル
を
垂
ら
す
活
動
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

も
し
も
の
時
の
サ
イ
ン
と
し
て
定
着
が

図
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

続
き
ま
し
て
、
各
課
ト
ピ
ッ
ク
ス
に

つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。



33

むらはいま

【
住
民
福
祉
課
関
係
】

将
来
の
朝
日
村
の
医
療
が
ど
う
あ
る

べ
き
か
を
検
討
し
て
い
た
だ
く
、
朝
日

村
の
医
療
の
あ
り
方
協
議
会
を
発
足
致

し
ま
し
た
。
６
月
27
日
に
第
１
回
、
８

月
29
日
に
第
２
回
の
協
議
会
を
開
催

し
、
全
世
帯
に
医
療
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
村
民
の
約

90
％
の
方
が
村
内
に
医
療
機
関
が
必
要

と
回
答
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
進
め
方

と
し
て
、
協
議
会
で
の
医
療
体
制
の
方

針
を
明
確
化
し
、
村
民
の
皆
さ
ん
へ
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
機
会
を
設
け

て
行
き
ま
す
。

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
の
価
格
高

騰
重
点
支
援
事
業
と
し
て
、
低
所
得
の

子
育
て
世
帯
特
別
給
付
金
・
子
供
１
人

５
万
円
、
低
所
得
世
帯
特
別
給
付
金
・

１
世
帯
３
万
円
支
給
を
開
始
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
社
会
福
祉
施
設
へ
の
支
援
金

と
し
て
、
19
施
設
に
総
額
２
５
３
万
円

を
支
給
い
た
し
ま
し
た
。

【
建
設
環
境
課
関
係
】

ほ
場
整
備
事
業
で
す
が
、
本
郷
工
区

の
請
負
事
業
者
が
決
ま
り
、
全
て
の
工

区
の
事
業
に
着
手
で
き
ま
し
た
。

大
尾
沢
浄
水
場
建
設
事
業
で
す
が
、

【
総
務
課
関
係
】

旧
朝
日
村
役
場
跡
地
に
拠
点
避
難
地

整
備
事
業
と
し
て
小
野
沢
防
災
広
場
が

８
月
23
日
に
竣
工
を
迎
え
ま
し
た
。
特

に
小
野
沢
区
の
皆
さ
ん
に
、
よ
り
良
い

使
い
方
を
研
究
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

鎖
川
右
岸
の
防
災
拠
点
と
し
て
、
西

洗
馬
防
災
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
に
着

手
致
し
ま
し
た
。
９
月
１
日
に
地
鎮

祭
が
執
り
行
わ
れ
、
事
業
費
は
約

１
億
９
千
万
円
で
、
完
成
は
来
年
３
月

末
で
す
。

環
境
省
の
補
助
金
を
活
用
し
、
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
削
減
に
向
け
た
取
組

と
し
て
、
公
共
施
設
の
屋
根
に
太
陽
光

発
電
を
設
置
し
た
場
合
の
投
資
対
効
果

の
調
査
を
開
始
し
ま
し
た
。

【
企
画
財
政
課
関
係
】

先
ほ
ど
も
触
れ
ま
し
た
が
、
融
和
集

会
と
出
前
村
政
の
事
務
局
活
動
を
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
融
和
集
会
で

は
平
均
６
・７
名
の
参
加
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

ポ
ン
プ
棟
・
浄
水
棟
の
建
屋
工
事
は
12

月
に
完
成
予
定
で
す
。
そ
の
後
は
浄
水

設
備
の
設
置
・
配
管
工
事
を
行
い
、
全

て
の
施
設
の
完
成
は
令
和
７
年
３
月
、

来
年
度
末
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

地
籍
調
査
で
す
が
、
ス
キ
ー
場
周
辺

か
ら
着
手
し
、
今
年
度
実
施
範
囲
の
地

権
者
に
よ
る
仮
境
界
抗
打
ち
を
実
施
し
、

今
後
境
界
を
決
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
産
業
振
興
課
関
係
】

物
価
高
騰
へ
の
支
援
策
と
し
て
、
全

村
民
に
１
人
３
，０
０
０
円
、
村
民
生
活

応
援
券
を
配
布
い
た
し
ま
し
た
。

農
業
振
興
策
と
し
て
、
農
業
用
機
械

の
購
入
に
対
し
上
限
10
万
円
の
補
助
制

度
を
開
始
し
ま
し
た
の
で
ご
活
用
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

【
教
育
委
員
会
関
係
】

朝
日
小
学
校
で
は
、
長
寿
命
化
計
画

に
基
づ
き
プ
ー
ル
棟
、
普
通
教
室
棟
の

改
修
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
８
月

１
日
に
竣
工
い
た
し
ま
し
た
。
普
通
教

室
棟
に
つ
い
て
は
、
夏
休
み
に
集
中
工

事
を
行
い
、
教
室
内
の
工
事
は
完
了

し
、
改
修
さ
れ
た
教
室
を
使
用
し
て
全

学
年
２
学
期
が
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
特
別
教
室
棟
の
設
計
業
務
を
発

注
し
、
来
年
度
工
事
に
向
け
設
計
を
進

め
て
い
ま
す
。

通
学
路
安
全
対
策
で
は
、
６
月
25
日

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
整
備
を
行
い
、
８
月

22
日
に
は
関
係
者
に
よ
る
通
学
路
安
全

点
検
が
行
わ
れ
、
安
全
対
策
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

夏
の
公
民
館
事
業
は
、
お
夏
ま
つ

り
、
地
区
対
抗
野
球
な
ど
予
定
ど
お
り

開
催
さ
れ
、
お
夏
ま
つ
り
に
は
村
民
約
１
，

５
０
０
名
が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

地
区
対
抗
野
球
大
会
に
は
５
チ
ー
ム

が
参
加
、「
原
新
田
・
リ
バ
ー
ヒ
ル
ズ
チ
ー

ム
」
が
優
勝
い
た
し
ま
し
た
。
ヤ
マ
メ

釣
り
大
会
に
は
、
１
０
０
名
の
太
公
望

が
腕
前
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
関
係
で
す
が
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
登
録
は
１
３
９
名
、

未
就
園
児
の
登
録
は
32
名
で
多
く
の
児

童
・
園
児
に
利
用
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。　



4

むらはいま

令和４年度　普通会計※決算にみる

村 の 財 政 状 況
一般会計の収支は１億1,492万円の黒字となりました。

自
主
財
源

自
主
財
源依

存
財
源

歳入総額
37億9,100万円

歳出総額
36億6,086万円

繰出金
1億8，665万円（5.1％）

積立金
4億2，193万円
（11.5％）

普通建設等
事業費
5億1，662万円
（14.1％）

補助費等
7億2，724万円
（19.9％）

その他
0.9％

繰出金
5.1％積立金

11.5％

投資的
経費
14.1％

消費的経費
35.4％

義務的
経費
33.0％

公債費
２億9，149万円
（8.0％）

扶助費
2億8,653万円
（7.8％）

人件費
6億3,140万円
（17.3％）

その他
3，150万円（0.8％）

物件費等
5億6，750万円
（15.5％）

国･県支出金
5億1,084万円
(13.5％)

村債
3億1,570万円
(8.4％)

25.3 ％

64.7 ％

地方交付税
14億6,020万円(38.5％)

その他
8,293万円(2.2％)

繰越金
1億6,790万円
(4.4％)

分担金･負担金･
使用料･手数料
2,251万円(0.6％)

村税
10億6,593万円(28.1％)

譲与税等交付金
1億6,467万円(4．3％)

繰入金
31万円(0.0％)

《歳　　入》
区　　分 令和４年度決算額 令和３年度との比較 主　な　内　容

村 税 10 億 6,593 万円 ４億 7,642 万円 村民税・固定資産税など
譲 与 税 等 交 付 金 １億 6,467 万円 △ 611 万円 譲与税、地方消費税・地方特例交付金など
地 方 交 付 税 14 億 6,020 万円 △３億 2,198 万円 一定の行政サービスを維持できるよう国から配分されるお金
分担金・負担金・使用料・手数料 2,251 万円 321 万円 保育料・村の施設使用料、社会福祉施設入所者負担金など
国 ・ 県 支 出 金 ５億 1,084 万円 △１億 770 万円 国・県から支出される負担金・補助金・委託金
繰 入 金 31 万円 △８万円 基金の取り崩し
繰 越 金 １億 6,790 万円 △ 83 万円 前年度からの繰越金
村 債 ３億 1,570 万円 850 万円 村が国などから借り入れたお金
そ の 他 8,293 万円 △ 356 万円 基金利子や土地売却などの財産収入、寄附金、諸収入など
合 計 37 億 9,100 万円 4,787 万円

歳　　出
区　　分 令和４年度決算額 令和３年度との比較 主　な　内　容

人 件 費 ６億 3,140 万円 1,911 万円 職員給与、議員報酬、各種委員報酬など
扶 助 費 ２億 8,653 万円 △ 4,327 万円 生活困窮者・児童・老人・心身障害者などを援助するお金
公 債 費 ２億 9,149 万円 2,397 万円 借入金の返済にあてるお金
物 件 費 等 ５億 6,750 万円 3,435 万円 備品・消耗品の購入、旅費、賃金、委託料、光熱水費など
補 助 費 等 ７億 2,724 万円 9,526 万円 特定の団体や事業への補助金や交付金
普 通 建 設 等 事 業 費 ５億 1,662 万円 △ 2,358 万円 道路・橋・学校など公共施設の建設や災害復旧に要するお金
積 立 金 ４億 2,193 万円 999 万円 基金へ積み立てたお金
繰 出 金 １億 8,665 万円 △ 3,519 万円 特別会計へ繰り出したお金
そ の 他 3,150 万円 500 万円 投資・出資金・貸付金など
合 　 　 　 計 36 億 6,086 万円 8,564 万円

⃝�村税は固定資産税の増などにより、４億7,642万円（80.8％）の増額となりました。
⃝�地方交付税は、３億2,198万円（-18.1％）の減額となりました。
⃝�国・県支出金は子育て世帯等臨時特別支援事業費補助金の減等により、

△１億770万円（-17.4％）の減額となりました。

⃝�繰入金は、朝日村ふるさと応援基金繰入金の減により△８万円（-19.2％）の減額と
なりました。

⃝�村債は、緊急自然災害防止対策事業債の増等により850万円（2.8％）の増額となりました。
⃝�その他は土地建物売払収入などの減により△356万円（-4.1％）の減額となりました。

⃝�人件費は、1,911万円（3.1％）の増額となりました。
⃝�扶助費は、子育て世帯臨時特別給付金給付事業費の減等により、4,327万円
（-13.1%）の減額となりました。

⃝�物件費等は、道路等の維持補修経費の増等により、3,435万円（6.4％）の増額となりました。
⃝�補助費等は下水道事業会計負担金、化学肥料低減対策堆肥購入補助金の増等

より9,526万円（15.1%）の増額となりました。

⃝�普通建設事業費は、古見原排水路整備事業、小野沢拠点避難地建設事業、小学校プー
ル棟改修工事などを実施し、前年度比では△2,358万円（-4.4％）の減額となりました。

⃝�積立金は、財政調整基金積立金の増などにより999万円（2.4％）の増額と
なりました。

⃝�繰出金は、あさひプライムスキー場特別会計への繰出金の減等により3,519
万円(-15.9%）の減額となりました。

※普通会計…一般会計のほか、特別会計のうち地方公営事業会計に係るもの以外の会計を統合して1つにまとめたもの。朝日村では普通会計＝一般会計をいいます。 
※決算統計に基づいた数値を記載。なお、表示単位未満端数処理により合計が一致しない場合があります。

歳 入 歳 出
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令和４年度の主要事業
主　な　内　容

総務費

コンビニ交付事業（導入・保守）
地域公共交通対策事業
電力・ガス・食料品等価格高騰対策
緊急支援給付金給付事業
戸籍システム マイナンバー情報連携事業

3,178万円
3,269万円

1,235万円
662万円

民生費
障がい者地域生活支援事業
福祉医療費給付事業
保育園支援システム整備
子育て世代包括支援センターの推進

１億2,727万円
2,777万円

805万円
480万円

衛生費
あさひ健幸ポイント事業
新型コロナワクチン接種事業
新エネルギー普及促進事業
ごみ処理事業

130万円
2,525万円

274万円
3,976万円

農林水産費

鳥獣害防止対策事業
朝日村化学肥料低減及び地力向上に伴う堆肥
購入支援金事業
松くい虫防除対策事業
農業農村整備事業

649万円

1,011万円
1,266万円
4,875万円

商工費
朝日村地域活性化商品券配布事業
朝日村原油価格・物価高騰対応商品券配布事業
朝日村物価高騰対応燃料等商品券配布事業
商工業振興条例補助金

4,427万円
4,398万円
1,394万円
1,026万円

土木費
公共施設等適正管理推進事業(村道舗装修繕）
御道開渡橋修繕事業
古見原排水路整備事業
村営住宅等ストック総合改善事業

6,481万円
5,111万円
6,915万円
3,120万円

消防費
防災センター建設事業
第２分団駐車場整備事業
第５分団旧詰所解体工事
拠点避難地整備事業

1,884万円
629万円
576万円
403万円

教育費
小学校長寿命化改修工事
小学校給食費無償化事業
縄文むら公園リニューアル事業
高校生通学支援事業補助金

4,510万円
1,158万円

562万円
425万円

その他
議会費
労働費
災害復旧費
諸支出金

5,215万円
1,101万円

337万円
４億2,195万円

■ 基金内訳 �
❖�財政調整基金…不測の事態に対応したり、年度間の財政
不足額の調整を行ったりします。令和４年度末は約24億円

❖�特定目的基金…主なものに「文教施設整備基金」「保健福
祉基金」などがあります。令和４年度末は総額約８億円

■地方債残高 �
古見原排水路整備事業、小野沢拠点避難地建設事業、小
学校プール棟改修工事等の実施による新規債を発行した
ことにより令和４年度末は約20.9億円となりました。

歳　出
36億6,086万円

公債費
2億9，149万円
(8.0％）

商工費
1億8，128万円(5.0％）

農林水産費
1億8，670万円(5.1％）

衛生費
1億8，894万円
（5.2％）

民生費
7億248万円
(19.2％）

その他
4億8，848万円
(13.3％）

教育費
3億3，600万円
（9.2％）

消防費
1億7,006万円
(4.6％）

土木費
6億179万円
(16.4％）

総務費
5億1，364万円
(14．0%)

証明書　コンビニ交付サービス開始

会
計
別
決
算
状
況

会  計  名 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額
一 般 会 計 （ 普 通 会 計 ） 37億9,100万円 36億6,086万円 1億3,014万円
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 5億6,892万円 5億5,389万円 1,503万円
介 護 保 険 特 別 会 計 5億7,409万円 5億3,142万円 4,267万円
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 5,051万円 5,051万円 0万円
あさひプライムスキー場事業特別会計 1,236万円 1,236万円 0万円

簡易水道事業会計 （収 益 的 収 支） 1億4,763万円 1億543万円
（資 本 的 収 支） 1億7,009万円 2億1,446万円

下 水 道 事 業 会 計 （収 益 的 収 支） 4億4,515万円 2億5,415万円
（資 本 的 収 支） 4,421万円 2億8,070万円

35
30
25
20
15
10
5
0

貯金
借金借金

H29年 H30年 R1年 R4年R3年R2年

（
億
円
）

村の貯金（基金残高）と借金（地方債残高）
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朝
日
村
の
財
政
健
全
化
判
断
比
率
等
を
公
表
し
ま
す

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」（
財
政
健
全
化
法
）
に
基
づ
き
、
令
和
４
年
度
決
算
の
財
政
健
全
化
判
断

比
率
等
を
公
表
し
ま
す
。

ど
の
指
標
も
、法
律
に
従
っ
て
財
政
健
全
化
が
義
務
づ
け
ら
れ
る「
早
期
健
全
化
基
準
」「
財
政
再
生
基
準
」を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
も
将
来
負
担
比
率
は
借
金
等
の
債
務
よ
り
貯
金
残
高
が
上
回
っ
た
た
め
、
算
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

令和４年度決算に基づく健全化判断比率等� （単位：％）

実質公債費比率・将来負担比率の推移

健全化判断
比率等

算定の対象
となる会計

実質 
赤字比率

連結実質 
赤字比率

実質 
公債費比率

将来 
負担比率

資金 
不足比率

一般会計等
の赤字額が
標準財政規
模（※）に占め
る割合

村全会計の
赤字額が標
準財政規模
に占める割合

一般会計が
借金等の返
済に充てた
額が標準財
政規模に占
める割合

一般会計が
将来負担す
べき借金等
の債務が標
準財政規模
に占める割合

公営企業会
計それぞれ
の赤字額が
標準財政規
模に占める
割合

朝
日
村

一般会計

公
営
事
業
会
計

国民健康保険

介護保険

後期高齢者医療

公
営
企
業
会
計

簡易水道

下 水 道

スキー場

一部事務組合・広域連合

朝日村土地開発公社

朝日村の比率 ― ― 6.8 ―
簡易水道 ―

下水道 ―

スキー場 ―

早期健全化基準 15.00 20.00 25.0 350.0 20.0 
財政再生基準 20.00 30.00 35.0 

（※）標準財政規模：村税や普通交付税など、毎年、経常的に見込まれる収入の規模

▪実質公債費比率
　実質公債費比率は、前年度比2.4ポイント上昇し、6.8％
となりました。令和元年度より朝日村の水道・下水道事
業は公営企業法の適用を行い、資産や経営の状況をより
的確に把握していく中で、資本費平準化債の活用をして
いましたが、令和４年度は借入を行わなかったことや、
負担が改善されたこと、普通交付税額等が減少したこと
により、数値が増加しました。

⃝将来負担比率
　将来負担比率は、将来にわたる負債（借金など）に対し、
負債の返済に可能な資産（基金など）が上回っているため、
比率無しとなりました。
　村では平成23年度決算以降、比率無しとなっています。

将来負担比率将来負担比率実質公債費比率

7.6%

0.0%0.0%
0％

2.0％

4.0％

6.0％

8.0％

10.0％

12.0％

H30
決算

R1
決算

R2
決算

R3
決算

R4
決算

5.3% 4.9%
4.4%

6.8%
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り
主
体
性
を
も
ち
、
達
成
感
の
得
ら
れ
る
環
境

づ
く
り
に
尽
力
を
。

＊
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
と
交
付
申
請

　

電
子
証
明
書
と
し
て
の
利
便
性
が
高
い
こ
と

を
理
解
で
き
る
よ
う
広
く
周
知
し
、
不
安
や
疑

念
の
解
消
の
相
談
を
受
け
入
れ
る
体
制
づ
く
り

を
強
く
要
望

＊�

あ
さ
ひ
健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業
と
今
後
の
健
康

づ
く
り

　

健
康
づ
く
り
だ
け
で
な
く
、
生
活
の
生
き
が

い
づ
く
り
、介
護
予
防
等
に
も
深
く
関
連
す
る
。

多
岐
に
わ
た
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
工
夫
、

幅
広
い
年
齢
層
で
取
り
組
む
環
境
整
備
等
を
行

い
、「
健
康
村
あ
さ
ひ
」
が
持
続
す
る
よ
う
な

取
組
を
。

＊
農
業
用
水
路
等
長
寿
命
化
・
防
災
減
災
事
業

　

４
か
所
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
予
定
と

の
こ
と
。
そ
の
過
程
で
リ
ス
ク
低
減
が
可
能
な

箇
所
は
対
策
し
、
そ
れ
を
反
映
し
た
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
作
成
提
供
を
。

＊
橋
梁り

ょ
う長

寿
命
化
事
業
等
大
規
模
工
事
の
実
施

　

施
設
や
農
地
の
修
繕
・
整
備
事
業
は
、
施
設

の
劣
化
評
価
や
整
備
の
必
要
性
を
評
価
し
実

施
。
国
の
基
準
見
直
し
毎
に
速
や
か
に
再
評
価

を
行
い
、
今
後
の
修
繕
・
整
備
事
業
計
画
に
反

映
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
確
認

＊
朝
日
村
農
業
ビ
ジ
ョ
ン

　
「
重
点
施
策
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
の
施
策
を

農
業
従
事
者
と
Ｊ
Ａ
共
同
の
も
と
確
実
に
展
開

し
、
そ
の
成
果
で
あ
る
農
業
の
活
性
化
と
農
業

振
興
の
目
標
達
成
を
期
待

＊
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業

　

設
備
機
能
維
持
に
向
け
た
修
繕
事
業
の
計
画

的
な
実
施
が
求
め
ら
れ
る
。
村
民
の
生
命
・
財

朝
日
村
監
査
委
員

令
和
４
年
度
決
算
審
査
報
告

�
７
月
25
日
～
８
月
４
日

◉
主
な
審
査
意
見�

�

一
般
会
計

＊
令
和
４
年
度
決
算

　

令
和
４
年
度
の
決
算
額
は
歳
入
が
前
年
比

１
・
３
％
の
増
、歳
出
も
２
・
４
％
の
増
で
あ
り
、

財
政
の
状
態
を
計
る
各
指
標
・
指
数
値
は
昨
年

度
と
比
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
若
干
上
昇
し
た
も
の
の

適
正
範
囲
内
、
基
準
値
以
下
で
あ
る
。
財
政
計

画
を
基
準
と
し
執
行
管
理
が
的
確
に
行
わ
れ
た

結
果
で
あ
り
、
引
き
続
き
財
政
の
健
全
化
を
。

＊
防
災
対
策
関
連
事
業

　

防
災
備
蓄
非
常
食
購

入
事
業
で
は
、
一
般
的

な
想
定
品
目
に
併
せ
、

乳
幼
児
等
の
避
難
に
対

応
し
た
非
常
食
・
用
品

の
整
備
検
討
を
。

＊
職
員
活
性
化
事
業

　

人
事
評
価
と
各
種
研
修
に
よ
り
職
員
の
能
力

向
上
が
図
ら
れ
、
業
務
遂
行
に
そ
の
成
果
が
見

ら
れ
る
と
の
こ
と
。
引
き
続
き
職
員
の
意
識
向

上
を
図
り
、
業
務
が
公
正
・
公
平
に
行
わ
れ
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
更
に
向
上
す
る
こ
と
に
期
待

＊
朝
日
村
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
策
定
事
業

　

最
先
端
の
シ
ス
テ
ム
導
入
の
必
要
性
を
精
査

し
、
費
用
対
効
果
も
考
慮
し
、
実
用
性
の
あ
る

取
組
を
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
在
任

中
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
等
を
行
い
、
職
員
が
よ

産
を
守
る
た
め
に
農
地

だ
け
で
な
く
、
集
落
や

施
設
も
視
野
に
入
れ
た

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
へ

の
取
組
検
討
を
。

＊
松
く
い
虫
防
除
対
策
事
業

　

速
や
か
な
対
応
が
求

め
ら
れ
る
対
策
な
の
で
、
担
当
課
・
地
権
者
・

地
域
住
民
・
専
門
家
等
が
連
携
し
、
担
当
課
が

対
策
に
専
念
で
き
る
体
制
づ
く
り
が
必
要

＊
地
域
こ
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

　

病
後
児
保
育
事
業
は
、
始
ま
っ
た
ば
か
り
の

事
業
で
す
。
保
育
園
や
わ
く
わ
く
館
で
周
知
活

動
を
し
て
お
り
、
病
院
で
し
か
対
応
で
き
な
い

特
異
性
を
鑑
み
て
事
業
を
継
続
す
る
た
め
の
周

知
と
保
護
者
の
理
解
を
深
め
る
よ
う
取
組
を
。

＊�

Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管
理
と

職
員
配
置

シ
ス
テ
ム
導
入
で
、
保
育
園
の
理
念
、
目
標
が

よ
り
明
確
に
な
り
、
職
員
一
丸
と
な
り
取
り
組

む
環
境
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
。
反
面
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
管
理
や
、
端
末
の
保
管
な
ど

は
よ
り
慎
重
に
行
う
よ
う
、
定
期
的
に
確
認
し

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
厳
重
化
の
取
組
を
。

＊
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

保
険
給
付
費
は
、
高
額
医
療
を
受
け
ざ
る
を

得
な
い
ケ
ー
ス
が
重
な
り
増
加
。
今
後
も
同
様

に
、
保
険
給
付
額
が
突
発
的
に
増
加
す
る
可
能

性
も
あ
る
。
引
き
続
き
健
診
を
受
け
る
習
慣
付

け
を
し
、
健
康
づ
く
り
に
結
び
つ
く
よ
う
働
き

掛
け
を
。

＊
介
護
保
険
特
別
会
計

　

健
診
の
デ
ー
タ
分
析
は
Ｋ
Ｄ
Ｂ
を
効
率
的
に

利
用
し
、
75
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
個
別
の
運

動
指
導
な
ど
工
夫
が
見
ら
れ
る
。
社
会
福
祉
協

議
会
等
事
業
所
と
の
情
報
共
有
を
十
分
に
行

い
、
村
民
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
事
業
内
容
を
。

＊
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

加
入
者
が
増
加
傾
向
の
中
、
一
人
当
た
り
の

医
療
費
が
77
市
町
村
中
63
位
と
い
う
数
字
は
、

健
康
状
態
が
良
く
、
慢
性
疾
患
の
管
理
が
適
切

に
で
き
て
い
る
加
入
者
が
多
い
と
推
測
で
き

る
。今
後
も
予
防
医
療
や
健
康
意
識
の
向
上
等
、

積
極
的
な
取
組
を
。

＊
あ
さ
ひ
プ
ラ
イ
ム
ス
キ
ー
場
事
業
特
別
会
計

　

指
定
管
理
者
の
働
き
と
，
新
型
コ
ロ
ナ
影
響

緩
和
に
よ
る
小
学
校
ス
キ
ー
教
室
の
再
開
に
よ

り
，
利
用
率
を
目
標
値
の
90
％
ま
で
回
復
で
き

た
こ
と
は
，
行
政
支
援
と
指
定
管
理
者
の
成
果

と
し
て
評
価
す
る
。
今
後
２
年
間
の
事
業
継
続

と
利
用
率
向
上
確
保
に
向
け
、
協
定
書
の
見
直

し
検
討
が
必
要
。
索
道
は
，
利
用
者
の
安
全
確

保
に
万
全
を
期
す
こ
と
。

＊
簡
易
水
道
事
業
会
計

　

大
尾
沢
浄
水
場
施
設

建
設
は
順
調
に
進
ん
で

い
る
こ
と
を
確
認
。
令

和
７
年
度
竣
工
後
、
施

設
の
維
持
管
理
費
の
試

算
、
上
水
道
設
備
の
長

寿
命
化
等
も
考
慮
し
、

収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
極
め
、
計
画
的
に
事
業

を
進
め
る
こ
と
を
要
望

＊
下
水
道
事
業
会
計

　

下
水
道
維
持
の
在
り
方
を
検
討
す
る
時
期
に

来
て
い
る
。
設
備
の
管
理
維
持
費
用
を
考
慮
し

た
上
、
広
域
化
等
も
視
野
に
入
れ
て
方
向
性
を

定
め
て
い
く
よ
う
計
画
的
な
事
業
運
営
を
。

大尾沢浄水施設建設

非常食

鳥獣柵
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職員数の状況（各年 4 月 1 日現在）

区　　分
職員数

対前年増減数
令和４年 令和５年

一般行政 53人 54人 １人
特別行政（教育） ４人 ５人 １人

公営事業 ４人 ４人 ０人
計 61人 63人 ２人

採用及び退職の状況
令和５年４月１日付採用者数 ５人
令 和 ４ 年 度 退 職 者 数 ３人
再 任 用 職 員 ２人

級別職員数の状況（令和 5 年 4 月１日現在）
区分 標準的な職務内容 職員数 構成比
1級 主事及び主事補の職務 22人 34.9％
2級 主任の職務 ８人 12.7％
3級 係長及び主査の職務 12人 19.1％

4級

課長補佐の職務 14人 22.2％
専門的な知識又は経験を必要とする村長が定め
る主幹の業務
困難な業務を分掌する村長が定める係長の職務

5級 課長及び主幹の職務 4人 6.3％

6級 複雑かつ困難な業務を行う 
課長の職務 3人 4.8％

計 63人 100％

部門別職員数の状況
（令和５年 4 月 1 日現在）

部　門 区　　分 職員数

普通会計
部門

議　　会 1人
総　　務 15人
税　　務 3人
農林水産 7人
商　　工 1人
土　　木 4人
民　　生 19人
衛　　生 4人
教　　育 5人

公営事業等
会計部門

水　　道 1人
下 水 道 1人

その他（介護•国保） 2人
計 63人

村
の
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況

「
朝
日
村
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
」に 

基
づ
き
、職
員
数・給
与
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

［
問
］総
務
課
☎
９
９
︱
４
１
０
１

職員の勤務時間とその他の勤務条件の状況
勤務時間� 午前８時30分～午後５時15分（週38時間45分）
年次休暇の取得状況� 平均10.0日（令和４年度）
育児休業の取得状況（令和５年４月１日現在）� 0名

職員の研修の状況（令和４年度）
独自研修（コンプライアンス研修、法制執務研修、フューチャーデザイン研修）� 11回 287人
市町村職員研修センター研修� 24回   68人

職員の服務の状況（令和４年度）
職員の営利企業等従事許可件数 � 0件

職員の分限及び懲戒処分の状況（令和４年度）
分　限� 2人
懲　戒� 0人

職員の福利及び利益の保護の状況（令和４年度）
健康診断などの状況	 ❖健康診断受診者数� 35人
	 ❖人間ドック受診者数� 25人
公務•通勤災害の認定件数� 0件
不利益処分に関する不服申立て� 0件
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人件費の状況（令和４年度普通会計決算）
＊人件費には特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

住民基本台帳人口
（令和５年１月１日） 歳出額（A） 実質収支 人件費（B） 人件費率

（Ｂ／Ａ）
（参考）
３年度の
人件費率

4,379人 3,660,863千円 114,928千円 631,401千円 17.2％ 17.1％

職員給与の状況（令和４年度普通会計決算）
＊職員手当には、退職手当は含まれていません。

職員数（Ａ）
給与費 １人当たり給与費

（Ｂ／Ａ）給料 職員手当 期末•勤勉手当 計（Ｂ）
57人 177,040千円 30,704千円 60,882千円 268,626千円 4,712千円

職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（令和５年４月１日現在）
＊給与月額は、給料月額に扶養手当、住居手当、時間外勤務手当などの諸手当を加えた額です。

職員数（Ａ）
一般行政職（再任用を含む）

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
朝日村 38.1歳 276,800円 313,700円

特別職の報酬等の状況
区　　分 月　　額 期末手当

給料
村　長 671,000円

（令和４年度支給割合）
６月期　1.625月分
12月期　1.675月分

計　3.3月分

副村長 555,000円
教育長 502,700円

報酬
議　長 269,000円
副議長 201,000円
議　員 181,000円

職員の手当の状況
期末•勤勉手当（令和４年度支給割合）

区　　分 期末手当 勤勉手当
６月期 1.2月分 0.95月分
12月期 1.2月分 1.05月分

計 2.4月分 2.0月分
職制や職務の級により加算措置有り

退職手当（令和５年４月１日現在）
区　　分 自己都合 勧奨•定年
勤続20年 19.6695月分 24.586875月分
勤続25年 28.0395月分 33.27075月分
勤続35年 39.7575月分 47.71月分

その他、役職別の貢献度に応じた調整額を加算

その他の主な手当（令和５年４月１日現在）
手 当 名 主な内容及び支給単価

扶 養 手 当 ❖配偶者：月額6,500円
❖子1人につき：月額10,000円

住 居 手 当 ❖借家・間借り等の場合　月額28,000円上限

通 勤 手 当 ❖交通機関利用者の場合：通勤に要する運賃相当額（月額55,000円限度）
❖交通用具利用者の場合：片道2km以上2,000円～片道60km以上月額31,600円

管 理 職 手 当 ❖職制上の段階により定額　6級課長：40,000円　5級課長：38,000円

寒 冷 地 手 当
❖世帯主で扶養のあるもの：17,800円
❖世帯主で上記以外のもの：10,200円
❖その他の職員：7,360円

特 殊 勤 務 手 当 ❖防疫等作業従事手当：日額500円
❖行旅病人等取扱作業手当：1件2,000円

時 間 外 手 当 ❖勤務1時間につき、給料月額を基本とした時間単価の125％～175％を支給
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村の住宅施策について� ～賃貸型集合住宅の整備～
　朝日村第６次総合計画において将来にわたって活力ある地域社会の実現のための一環として「人口確保対策のため
の住宅施策」を掲げており、村では多面的な施策を進めています。その一つとして令和３年から研究検討を進めてい
る賃貸型集合住宅整備の取組について、村の考えをお伝えします。

なぜ今、人口確保対策？ ⇒ 行政サービスや生活サービスの維持・　　
低下抑制には一定の人口規模や密度が必要

　全国的に少子高齢化により人口減少が急速に進行している中、都市部への一極集中の傾向が継続し、地方における
人口、特に生産年齢人口が減少しています。朝日村においても同様の動きがみられるほか、新型コロナウイルス感染
症の影響や宅地分譲地（生活拠点）の不足などが拍車をかけている状況です。

人口減少が進むと… ⇒ 暮らしにくい環境につながる
▶懸念される影響
　【地域成長力の低下】地域社会（集落活動）の担い手が減少、消費市場・地域経済の縮小により、更に人口減少が加速
　【行政サービスの低下】人口減少により税収や国からの財政支援（交付税）が減少することで行政機能の低下・維持す

ることが困難となり、地域の魅力・活力の低下を招く
　【生活サービスの低下】日常の買い物や医療等、地域住民の生活に不可欠な生活サービス（民間サービス）の維持・ 

　確保が困難

▶影響への取組
　・若い世代の移住定住を促進するための地域の魅力づくり、生活基盤の確保、子育てサポート
　・住民と危機感（人口減少の影響）を共有（他人事ではなく、我が事）

生活基盤（生活拠点）の確保のための政策 ⇒ 村が行う３つの取組
▶賃貸型集合住宅の整備
　�　村内にある公営・民営の集合住宅の入居率はほぼ100％で高いニーズがある一方、直近20年以上民営の新規整備が

なく、今後も見込めないなか、移住定住を望む若い世代における経済力の問題や生活環境のマッチングの不安など
をサポートする上で、気軽に移住定住を始められる賃貸型集合住宅の整備を進めます。

4540
4507

4475
4442

4410
4378

4357
4336

4462

44294429
43974397

43644364
43324332

43004300
42794279

42584258

4451
4415

4387
4374

4279 4207

4160

4462

4404

4346

4288

4230

4173

4119

4065
4000

4100

4200

4300

4400

4500

4600

H27

人口ビジョン2017.10 チャレンジ目標人口 現状人口（推計） 社人研

人

R4R3R2R1H30H29H28

1.12

1.74

1.97

2.76

1.29

1.14

0.43

1.24

0.88
0.78

1.13 1.04

1.66 1.72

1.11

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

H30 R1 R2 R3 R4
20代 30代 総合

チャレンジ目標人口の推移 自然動態の推移（出生・死亡）

20～39歳の転出超過の状況 社会動態の推移（転入・転出）
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～賃貸型集合住宅整備の取組方針～
用途：若い世代・子育て世帯向け（定期使用住宅）
規模：20戸程度
間取：1LDK ～ 2LDK
特記：省エネ性に配慮、建設コスト（意匠性＜経済性）

～今後の予定～
令和５年11月　　取組方針を住民へ周知（広報誌）
　随　時　　　　計画内容の周知
令和６年度　　　調査測量・事業用地取得
令和７年度　　　建設工事
令和８年度　　　入居開始

おためし移住体験事業はじめました！
朝日村に移住を希望する方が、移住前に一定期間お試し暮らしをすることで移住検討機会の創出と移住後の地域
とのミスマッチのリスクを減らすことを目的としています。

（利用条件）
利用施設　緑の体験館コテージ
利用泊数　２泊３日～６泊７日
利用人数　最大６人／棟
利用料金　�5,000円／泊・棟 

（４人 を超える場合は別途追加料金）
活動報告　滞在期間中の活動を報告（アンケート）

移住定住を望む若い世代
（ニーズ②）

・�松本平で市街地に比較的アクセスがよい場所で、安
い土地を探している

・�実家、アパートから転居して住宅を建てたい

移住定住を望む若い世代 
（ニーズ①）

・�移住したいけど地域性に馴染むか不安
・�Ｕターンをしたいけど実家に戻る予定はない
・�結婚を機に実家を出てアパートに住みたい
・�戸建てをいきなり建てるのはハードルが高い
・�物価高騰などで建設費が爆上がり（今は無理…）

移住定住を望む若い世代 
（ニーズ③）

・�とにかく住居費を安く住ませたい（古くてもいい…）
・�アパートでは手狭
・�古民家が好き、DIY が趣味

宅地造成分譲

賃貸型集合住宅
（一定期間の利用）

空き家の活用

若
い
世
代
の
定
着
（
地
域
の
担
い
手
の
増
加
）

村
の
サ
ポ
ー
ト（
整
備
・
補
助
制
度
）

（取組のイメージ）

定住

移住

移住・定住

定
住

バ
ト
ン
タ
ッ
チ！

定住
バト
ンタ
ッチ
！

気軽に！

▶宅地分譲の整備
　�　村土地開発公社が令和３年に販売を開始した向陽台第３期分譲（25区画）は昨年までに完売。民間事業者が提供す

る分譲地の売れ行きも良く、松本・塩尻のベットタウンとして高いニーズがあります。継続的に宅地を提供できる
よう村土地開発公社と連携を図りながら整備を進めます。また民間事業者との連携について検討していきます。

▶空き家の活用促進
　�　令和３年度に村が調査した空き家状況調査では114件の空き家が確認されました。平成22年から始めた空き家バ

ンク制度のこれまでの実績は49件、111人。空き家対策の観点からも引き続き、空き家の活用を促進します。

［村公式HP］
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健康ガイド

大切なお子様のすこやかな成長のために

忘れないで！予防接種
VPD（＝ワクチンで防げる病気）から子どもたちを守りましょう。

　予防接種は、接種できる時期になったらできるだけベストのタイミングで忘れずに接種することが大
切ですが、接種期間が空くと忘れてしまうこともあるので、この機会に確認しましょう。期間を過ぎる
と全額自己負担となってしまいますので、お早めに接種をしてください。

〇年齢で接種が終了しているか確認しましょう！
接種終了時期 確認するワクチン 確認する接種回数

０歳５か月半
または７か月半

□ �ロタウイルス�
（ロタリックス・ロタテックの�
 いずれか）

ロタリックス（１価）１～２回
ロタテック（５価）１～３回
※�ロタリックス（１価）が５か月半、�
ロタテック（５価）が７か月半

１歳 □ B型肝炎　□ ヒブ　□ 四種混合
□ 小児肺炎球菌　□ BCG

BCGは１回
その他ワクチンは１～３回目

２歳 □ MR　□ 水ぼうそう MR　１回目　水ぼうそう　１回目
３歳 □ 水ぼうそう ２回目
４歳～６歳 □ 日本脳炎　 １～２回目

５歳 □ 小児肺炎球菌
□ ヒブ ４回目

６歳（保育園・
幼稚園の年長） □ ＭＲ　 ※�ＭＲの２回目は年長の年度末までのため、�

特に注意

７歳６か月 □ 四種混合
□ 日本脳炎

四種混合は４回目
日本脳炎は３回目

12歳 □ 二種混合
□ 日本脳炎

二種混合は１回のみ
（四種混合を全て終了後接種可能）
日本脳炎は４回目

※接種終了時期の年齢は〇歳未満とお考えください。

９価の子宮頸がんワクチンを公費で
接種できるようになりました！

　子宮頸がんワクチンは、子宮頸がんの原因となるヒトパピローマウイルス（HPV）の感染を防ぐ�
ワクチンです。HPVにはいくつか種類（型）があり、９価は子宮頸がんの原因の９種類のHPVの�
感染を防ぐワクチンです。今までの２価・４価に比べ倍以上の種類のHPVの感染を防ぐワクチンに
なります。接種を希望される方は住民福祉課５番窓口までお越しください。

対象者

小学校６年生～高校１年生　
キャッチアップ接種対象者（平成９年度生まれ～平成 18年度生まれの女性）
※�キャッチアップ接種とは、本来定期接種で受けられる期間に十分な情報が行
き届かず、接種を逃した方へ令和７年３月末まで接種の機会を提供する制度
です。
平成 19年度生まれの女性は来年度もキャッチアップ接種として接種可能です。

接種回数 １回目の接種が 15 歳まで→２回　15 歳以上→３回

＊＊＊ ＊＊＊

問合せ先：住民福祉課　健康づくり係　TEL 0263-99-2540



13

健康ガイド

多
様
な
性
に
つ
い
て�

～
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
社
会
へ
～

　

性
の
あ
り
方
は「
か
ら
だ
の
性
」だ
け

で
な
く
、「
性
的
指
向
」や「
性
自
認
」に
よ
っ

て
様
々
で
す
。

　
「
男
だ
か
ら
…
」「
女
ら
し
く
…
」等
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー（
※
）に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

ひ
と
り
ひ
と
り
の
個
性
が
尊
重
さ
れ
、
そ

の
能
力
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
環
境
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
近
年
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
」

と
い
う
言
葉
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

※�

ジ
ェ
ン
ダ
ー　
社
会
に
よ
っ
て
つ
く
り
あ
げ

ら
れ
て
き
た「
男
性
像
」「
女
性
像
」

み
ん
な
で
実
践
！�

健
幸
ポ
イ
ン
ト

あ
さ
ひ
健
幸
ポ
イ
ン
ト
は
、

皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
へ
の
取
組
を
応

援
す
る
事
業
で
す
。

健
幸
ポ
イ
ン
ト
の
内
容

　
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
」
以
外
に
も
、
男
女
の
ど
ち

ら
に
も
恋
愛
感
情
を
持
た
な
い
人
、
自
分

自
身
の
性
が
決
め
ら
れ
な
い
人
・
分
か
ら

な
い
人
等
、
様
々
な
人
が
い
ま
す
。
こ
う

し
た
人
を
含
め
て「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
」「
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
Ｑ
＋
」
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｙ（
ア
ラ
イ
）」�

�
�

を
知
っ
て
い
ま
す
か

　

英
語
で「
支
援
者
」「
協
力
者
」を
意
味
す

る
言
葉
で
、「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
」に
つ
い
て
正
し

い
知
識
を
持
ち
、
理
解
し
、
支
援
し
よ
う

と
す
る
人
の
こ
と
で
す
。

　
「
こ
れ
を
す
れ
ば
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｙ
」
と
い
う
定

義
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
次
の
よ
う
な
行
動

で
「
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｙ
」
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・�

性
の
多
様
性
に
つ
い
て
、
本
や
研
修

等
で
学
ぶ
。

・�

異
性
愛
を
前
提
と
し
な
い
会
話
を
意

識
す
る
。
例
「
彼
氏
・
彼
女
」
で
は

な
く
、「
恋
人
」

　

性
的
指
向
や
性
自
認
は
自
ら
の
意
思
に

基
づ
い
て
選
択
・
変
更
で
き
な
い
も
の
で
す
。

　

何
か
を
し
な
け
れ
ば
で
は
な
く
、
そ
れ

ぞ
れ
の
人
に
と
っ
て
の
「
自
然
」
や
「
当

た
り
前
」
を
お
互
い
に
認
め
、
尊
重
し
あ

う
こ
と
が
大
切
で
す
。

（
※
）
取
組
例

1
「
食
べ
る
」

【
目　
　
標
】�

薄
味
の
食
事
で
血
圧
を
下

げ
る

【
取
組
内
容
】�

み
そ
汁
は
具
沢
山
で
一
日

一
杯

【
記
録
例
】�

血
圧
手
帳
に
血
圧
の
記
録

や
汁
物
等
の
回
数
を
メ
モ

2
「
動
く
」

【
目　
　
標
】�

体
重
を
減
ら
し
て
ズ
ボ
ン

の
サ
イ
ズ
を
一
つ
下
げ
る

【
取
組
内
容
】�

週
３
回
30
分
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ

【
記
録
例
】�

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
に
歩
数
を

記
録

性自認
自分の性をどのよう
に認識しているか

性的指向
どのような人を好きに
なるのか

Ｌ
　
レ
ズ
ビ
ア
ン

　
同
性
を
愛
す
る
女
性

Ｇ
　
ゲ
イ

　
同
性
を
愛
す
る
男
性

Ｂ
　
バ
イ
セ
ク
シ
ャ
ル

　�

両
方
の
性
別
を
好
き

に
な
る
人

Ｔ
　
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー

　�

か
ら
だ
や
戸
籍
上
の

性
別
と
は
異
な
る
性

別
と
し
て
生
き
て
い

き
た
い
と
望
む
人

健診結果提出後、さらに
商品券もらうチャンス！！

村
内
指
定
の
事
業
所
で
利
用

で
き
る
商
品
券（
５
０
０
円
）を

お
渡
し
し
ま
す
。

詳
細
は
こ
ち
ら
ま
で

問
合
せ
先　

住
民
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
０
２
６
３
－
９
９
－
２
５
４
０

①
健
康
診
断
を

受
診（
村
で
実
施

し
た
以
外
の
健

診
も
該
当
で
す
）

②
目
標
を
決
め
、そ

れ
に
向
か
っ
て
継

続
し
た
取
組（
※
取

組
例
は
下
段
参
照
）

結果を役場に提出

結果を役場に提出
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村
内
医
療
体
制
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果

このアンケートは、村内医療体制を検討するための参考とさせていただくため、
全世帯を対象にアンケート用紙若しくはQRコードでご回答いただきました。
アンケート集計が終了しましたので、主な結果をお知らせします。
このアンケート結果は、村内医療体制の他、村づくり施策の参考とさせていただきます。
ご協力ありがとうございました。

調査の概要
○調 査 時 期 	  令和５年７月10日から８月21日
○対象世帯数 	  1,493世帯
○回 答 件 数 	  805件（アンケート用紙585件、QRコード220件）
○回 答 率 	  53.9％
全てのアンケート結果は載せきれないため、右のQRコードを
読み取りいただき、村のホームページにてご確認ください。� �
全アンケート結果を紙でご覧になりたい方は、役場５番窓口に
お声がけください。
問合せ先　住民福祉課　TEL 99-4102

🆀 かかりつけ医師や医療機関はどこの市町村ですか

🆀 どのような通院方法ですか

主に往診をして
もらっている 0.9%

その他 0.6%

徒歩 5.1%

自転車・バイク
2.5%

安曇野市
0.8%

朝日村、山形村、塩尻市、
松本市、安曇野市以外の
県内の医療機関� 0.9%

くるりん号
3.5%

バス 1.6%

電車 0.8%
タクシー 1.2%

県外の医療機関
0.1%

かかりつけ医などの所在地(複数回答）

通院方法

無回答
15.0% 村内 

25.8%

山形村
12.8%

塩尻市
11.6%

松本市
33.1%

自家用車
（自分で運転）

70.5%

自家用車
（家族・知人
 などの送迎）
� 13.2%
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🆀 村内に診療所やクリニックは必要ですか
村内に医療機関の有無

村の取組の必要性

ある方がよい理由
（複数回答）

無回答
1.5%

なくてもよい
6.7%

わからない
2.6%

かかりつけ
医がいない
6.9%

病気があって
心配　8.6%

🆀 「ある方がよい」の方が、村内の診療所やクリニックに求めるもの 

そ
の
他

無
回
答

高
度
な
専
門
知
識

有
事
へ
の
対
応

些
細
な
困
り
ご
と
相
談

診
療
時
間
以
外
の
対
応

在
宅
診
療

総
合
病
院
へ
の
紹
介

診
察
や
治
療
以
外
の
対
応

449
500
450
400
350
300
250
200
150
100
50
0

412

187

61

268

67

302

131

36

🆀  朝日村が無医村にならないために、村の取組は必要ですか

取組は必要ない
2.1%

わからない
4.5%

無回答 5.2%

広報あさひむら1月号
では、村内医療体制に
関する村の今後の方向性
をご案内いたします。

村内にある
だけで安心
58.9%ある方がよい

89.2%

その他
5.7%

村外に通う
ことが不便
19.9%

（件）

積極的な
取組が必要
68.0%

一定程度の
取組が必要
20.2%
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現在の状況をみながら介護保険料の改正が検討されます ※介護保険料は
40 歳以上の人
が納めています

●朝日村の高齢化率推移
総人口が減少する中で高齢者が増加し高
齢化率は上昇を続ける見込みです。
2025年…36.9％ 2030年…40.6％

2040年…48.5％ 2050年…53.2％

●給付費の推移
令和４年度は、令和２年度以前の水準に
戻りました。

今回の計画策定にあたって、在宅介護をされている方
への調査と元気高齢者への調査を令和４年11月～12
月に実施いたしました。
どちらの調査も８割以上の回答を頂いています。
ご協力いただいた皆さま、ありがとうございました。

●要介護認定者数の推移
80、90歳代の利用者が大半を占めています。

今年度、朝日村老人福祉計画及び
第 9 期介護保険事業計画を策定しています

　高齢者福祉施策を基盤に、保険給付の円滑な実施のため、３年ごとに見直しを
行うよう法令で定められています。令和５年度は、老人福祉計画及び第９期介護
保険事業計画（令和６～８年度）の計画策定の年になっています。

計画策定委員会は 3回の開催を予定し、第 1回を 10月に行いました。
計画策定委員会では、保険料の見直しだけでなく、高齢者に関わる基本的な施策についても検討いたします。

問合せ先　住民福祉課　住民福祉係　TEL 0263-99-4102（直通）

老人福祉計画及び

介護保険事業計画とは？

朝日村では
•どんな介護サービスが利用されているの？
•みなさんはどんな介護サービスを望んでいるの？
•要介護状態にならないためにしていることは？
•介護サービス事業所は足りているの？

朝日村の
•将来の人口は？

•介護認定率の伸びは？
•利用者の伸びは？

誰もが住み慣れた朝日村で安心して暮らしていけるよう計画が策定されます。
住民の皆さまのご理解ご協力をお願いいたします。

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

465,897

506,074

475,528
466,736

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

（千円）
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　昨年のＡコープ朝日店の閉店に伴い、村内で生鮮食品や
日用品などの日常の買い物機会が十分に提供されない
状況をふまえ、村では４月から公共交通を拡充させ、
買い物への利便増進に取り組んでいます。
　利用方法の一例を掲載しますので、皆さんにぜひ
知っていただき、大勢の方に利用いただければと思います。

公共交通を使って買い物に出かけよう！

使って残そう公共交通
� 買い物支援が拡充！

例１　くるりん号（乗合タクシー） を使って ザ・ビッグ山形店 に行こう！（平日のみ２便）
	 　行き	 自宅（９：35／14：05） → ザ・ビッグ山形店（10：00／14：30）
		  ≪約１時間のお買い物≫
	 　帰り	 ザ・ビッグ山形店（11：00／15：30） → 自宅（11：25／15：55）

例２ 買い物バス を使って ザ・ビッグ山形店 に行こう！
	 ■火曜日：古見・小野沢方面
	 　行き　	御馬越（９：30） → （村内バス停経由） → ザ・ビッグ山形店（10：00）
		  ≪約１時間のお買い物≫
	 　帰り　	ザ・ビッグ山形店（11：00） → バス運行ルート上であれば自由降車
	 ■木曜日：針尾・西洗馬方面
	 　行き　	大石原（９：30） → （村内バス停経由） → ザ・ビッグ山形店（10：00）
		  ≪約１時間のお買い物≫
	 　帰り　	ザ・ビッグ山形店（11：00）　
		  → バス運行ルート上であれば自由降車

例３　朝日波田線 を使って デリシア波田駅前店 に行こう！
	 　行き　	西洗馬公民館（８：25） → （村内バス停経由） → 波田駅（９：08）
		  ≪約１時間のお買い物≫
	 　帰り　	波田駅（10：20） → （村内バス停経由） → 西洗馬公民館前（11：15）

例４　朝日波田線 を使って アイシティ21（ツルヤ山形店） に行こう！
	 　行き	 西洗馬公民館（９：12） → （村内バス停経由） → アイシティ21（９：49）
		  ≪約２時間のお買い物≫
　	 　帰り		  アイシティ21（12：28） → （村内バス停経由） → 西洗馬公民館（13：05）

例５　他の公共交通機関を使って村外に出かけよう！
	 　くるりん号は、塩尻市地域振興バス洗馬線、路線バス（山形線・今井空港線・
	 　村井山形線）、山形村福祉バスの接続ポイント（バス停）へ運行しています。

問合せ先　企画財政課　TEL 0263-99-4107
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ひとりで悩まないで、相談してみませんか？
毎年11月12日から25日は「女性に対する暴力をなくす運動」期間です。

様々な悩みをお聴きする相談機関を紹介します。

女性のための相談　　 0266-22-8822
DV、生き方、家族、健康、からだ、離婚、職場など様々な女性の悩みを
お聴きします。
*女性相談員が対応します。

火曜日～土曜日（祝日を除く）
9：00～12：00　13：00～16：30
長野県男女共同参画センター“あいとぴあ”

男性のための相談 0266-22-7111
家庭、夫婦、人間関係、生き方などに悩む男性からの相談をお聴きします。
*男性相談員が対応します。

毎週金曜日（祝日を除く）
17：00～19：00
長野県男女共同参画センター“あいとぴあ”

DV相談＋（プラス） 0120-279（つなぐ）-889（はやく）

配偶者や恋人からの暴力（DV）について、専門の相談員が一緒に考えます。
「これってDVかな？」「自分ではなく子どもたちのことも心配」など、
どんなことでも大丈夫です。

24時間受付
チャットでの相談も受け付けています　▷
内閣府� https://sodanplus.jp

性暴力に関する相談 026-235-7123
性暴力とは、同意のない、対等でない、強要された性的行為です。
一人で悩まず、まずはご相談ください。

24時間対応
長野県性暴力被害者支援センター
りんどうハートながの

　長野県では、LGBT(*13ページ参照)等、性的マイノリティの方が、大切なパートナーとともに、その人らし
い人生を送ることができるよう、生活上の障壁を取り除くことを目指す「長野県パートナーシップ届出制度」
を施行しました。

制度の概要
〇 �双方又はいずれか一方が性的マイノリティであるお二人が、お互いを人生のパートナーとすることを県へ
届け出ます。

〇 �県は、その届出を受領したことを証明する「届出受領証」等を交付します。
※�戸籍や住民票の記載は、変更されません。

制度を利用することで・・・

事業者の皆様へ
パートナーシップ関係を示す届出受領証等の提示を受けた場合、婚姻関係、
事実婚関係にある方々と同様のサービスを提供することについて、ご理解と
ご協力をお願いします。
※�届出受領証等の提示によって知り得た個人情報の取扱いには十分注意して
ください。

パートナーとともに
各種サービスを受けられる
場面が増える

行政サービス
● �公営住宅への世帯としての入居申込み
● �パートナーが親権者と共に行う保育施設への入所申込み　…など
民間サービス
● �携帯電話料金の家族割引の適用
● �住宅ローンの連帯債務、所得合算等の適用　…など

長野県パートナーシップ届出制度が始まりました

見 

本
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問合せ先　住民福祉課　住民福祉係 TEL 0263-99-4102

問合せ先　住民福祉課　住民福祉係 TEL 0263-99-4102

　９月11日、敬老の日を前に今年度100歳を迎えられる２名と100歳以上の方４名の方へ、村からの長
寿年金や祝品をお届けしました。祝品は朝日村産カラマツ額です。今年度米寿を迎えられる皆様へは、
民生児童委員と主任児童委員が米寿祝補助券と祝品を各ご家庭へ伺いお届けしました。皆さまどうぞ
これからもお身体をいたわり、末永いお幸せを心よりお祈り申し上げます。

今年度「長寿」お祝いの対象者はご覧の
人数となります。
◆ 100歳以上 � ４名 （男性１名女性３名）
◆ 100歳 �  ２名 （男性０名女性２名）
◆ 米寿（88歳） � 35名 （男性12名女性23名）

村産カラマツ額

上條ちひろさん〈一之沢〉大正12年9月生まれ
　ちひろさんの健康の秘訣は、ご飯
を美味しく食べることと、にこやか
に教えていただきました。お肉が好
きで良く食べるそうです。長く農業
に勤しまれた笑顔が素敵なちひろさ
んです。

林多惠子さん〈上組〉大正13年3月生まれ�
　若い頃から読書が好きで図書館に
通っていた多惠子さん。今も読書は
欠かしません。読みたい本はお子さ
んが届けてくれるそうです。身の回
りのことはご自分でされ、元気な毎
日をお過ごしです。

活躍してます「民生委員・児童委員」
民児協のロゴマーク

自主活動に取り組んでいます

村内６箇所で子どもの朝の通学を見守り、通学路の環境整備も行っています。
このほか、村の介護施設の運営推進委員等も務めています。

ＪＡ営農女性専門部が行う
地域貢献「おすそわけ農産
物事業」や社協が行う「一
人暮し高齢者ふれあい料
理配食事業」の配布協力
も行います。

　「民生委員・児童委員」は、地域福祉をサポートする身近な相
談相手です。朝日村は、12名の民生委員・児童委員がいて、安
心して暮らせる地域づくりのために様々な活動を行っています。

　村民の皆さんと同じ立場で相談にのり、必要であれば福祉制度
やサービスを受けられるように関係機関へつなぐ役割を果たします。

●民生児童委員　�地域の見守りと相談相手となり専門機関へ
のつなぎ役を担当。

●主任児童委員　子育てに関する支援を専門に担当。

民生委員
児童委員
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公
益
財
団
法
人
長
野
県
市
町
村

振
興
協
会
が
実
施
し
て
い
る
地
域

活
動
助
成
事
業
を
活
用
し
、
今
年

度
は
朝
日
村
消
防
団
の
「
活
動
用

半
袖
Ｔ
シ
ャ
ツ
」
を
整
備
い
た
し

ま
し
た
。

　

夏
季
の
災
害
活
動
や
訓
練
・
演

習
等
に
お
け
る
、
熱
中
症
予
防
対

策
と
し
て
大
変
有
効
な
装
備
品
で

あ
り
ま
す
。
今
回
新
た
に
配
備
を

行
い
、
消
防
活
動
の
安
全
性
・
機

能
性
の
向
上
、
団
員
士
気
の
高
揚

を
図
り
ま
す
。

地
震
総
合
防
災
訓
練 

実
施
報
告

　

役
場
職
員
は
、
避
難
所
備
品

の
組
み
立
て
実
践
を
行
い
ま
し

ま
し
た
。

　

９
月
３
日
（
日
）
朝
日
村
地

震
総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
５
類
移
行
し
た
今
年
は
、

８
２
６
人
が
訓
練
に
参
加
し
、

消
防
署
員
や
消
防
団
員
の
指

導
、
日
赤
奉
仕
団
や
建
設
事
務

所
職
員
等
の
協
力
に
よ
り
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

消
火
訓
練
で
は
、
住
民
も
積

極
的
に
放
水
体
験
に
参
加
し
ま

し
た
。

　

小
野
沢
で
は
、
８
月
に
竣
工

し
た
防
災
広
場
に
つ
い
て
、
役

員
・
消
防
団
よ
り
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

西
洗
馬
で
は
、
防
災
資
機
材

の
確
認
を
兼
ね
て
、
緊
急
避
難

者
用
テ
ン
ト
の
設
置
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

炊
き
出
し
訓
練
は
、
日
赤
奉

仕
団
の
み
な
さ
ま
を
中
心
に
、

手
際
よ
く
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

救
命
講
習
で
は
、
心
肺
蘇
生

法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
に
つ
い

て
、
山
形
消
防
署
に
よ
る
講
習

が
あ
り
、
有
効
性
と
重
要
性
を

感
じ
ま
し
た
。

入二（放水）

西洗馬（資機材確認）

役場（ダンボールベッド組立て）

古見（心肺蘇生） 針尾（ＡＥＤ）

小野沢（防災広場説明）

針尾（炊き出し）

令
和
５
年
度

地
域
活
動
助
成
事
業
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６/26　朝日町消防団との懇話会

８/27　消火訓練披露（ﾈｲﾁｬｰﾌｪｽ）

９/１　朝日小学校避難訓練

７/２　ラッパ吹奏大会出場

８/27　消防展示体験（ﾈｲﾁｬｰﾌｪｽ）

10/16　鉢盛中学校合同消防訓練

旧
朝
日
村
役
場
庁
舎
の
跡
地
に
、
災
害
時

の
拠
点
避
難
施
設
「
小
野
沢
防
災
広
場
」
が

完
成
し
ま
し
た
。

防
災
広
場
は
、
災
害
発
生
時
の
災
害
対
策

拠
点
と
な
る
ほ
か
、
平
時
に
は
消
防
団
、
自

主
防
災
会
等
の
防
災
活
動
、
ま
た
地
域
の
憩

い
の
場
と
し
て
活
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
整

備
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

▼ 施設紹介

▼竣工式典（8月24日）

◆施設について

朝
日
村
消
防
団
は
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
安
心
安
全
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

名　　称 小野沢防災広場

場　　所 旧役場庁舎跡地（朝日村小野沢296番5）

共用面積 約1,200㎡

主な施設
クレイ舗装広場、人工芝広場、パーゴラ、かまどベンチ、
マンホールトイレ、耐震性防火水槽（40ｔ）、ソーラー
照明、水飲み、防災倉庫（既設）、トイレ（既設）

使用上の
注意事項

▶広場を占有して使用する場合は、許可申請が必要です。
▶アスファルト駐車場以外は、原則車両の乗入禁止です。
▶敷地内は禁煙、球技禁止です。
▶ゴミは必ず持ち帰ってください。

問合せ先 朝日村役場　総務課　総務防災係　☎0263-99-4101

小
野
沢
防
災
広
場 

竣
工

消
防
団
の
取
組
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７
月
15
日
の
古
見
集
落
セ
ン
タ
ー
を
皮
切

り
に
、
子
ど
も
食
堂
「
朝
日
村
カ
レ
ー
大
作

戦
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
子
ど
も

食
堂
で
は
、
村
内
の
飲
食
店
、
団
体
が
作
り

手
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
を
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
日
使
用
す
る
野

菜
や
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
信
州
、
Ｊ
Ａ
松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド
農
協

朝
日
支
所
、
地
元
の
方
々
に
ご
提
供
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

ど
の
会
場
も
、
作
り
手
さ
ん
の
思
い
を
込

め
た
手
作
り
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
は
あ
っ
と
い
う

間
に
な
く
な
り
、
大
盛
況
で
す
。

カ
レ
ー
大
作
戦
は
来
年
３
月
ま
で
村
内
各

所
で
開
催
し
て
い
き
ま
す
。
フ
ー
ド
ド
ラ
イ

ブ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
も
お
待
ち
し
て
い

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
皆
さ
ん
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

令
和
４
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
小
学
校
長
寿

命
化
事
業
の
中
で
ま
ず
は
プ
ー
ル
棟
の
改
修

工
事
が
終
わ
り
ま
し
た
。
工
事
を
進
め
る
中

で
雨
漏
り
に
よ
り
予
想
以
上
に
木
部
の
劣
化

が
激
し
く
、
構
造
体
の
一
部
補
修
、
内
外
壁

の
木
材
の
更
新
の
ほ
か
、屋
根
被
覆
材
の
更
新
、

プ
ー
ル
サ
イ
ド
の
床
材
の
張
替
等
行
い
ま
し

た
。
今
後
も
長
期
的
に
使
用
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
、
安
心
で
安
定
し
た
水
泳
授
業
が

行
え
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

８
月
10
日
に
セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
株
式
会

社
よ
り
、
再
生
紙
２
万
枚
と
学
習
ノ
ー
ト

２
１
０
冊
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
株
式
会
社
で
は
環
境

保
護
・
二
酸
化
炭
素
削
減
と
し
て
、
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
の
推
進
や
、
印
刷
さ
れ
た
使
用

済
み
の
紙
か
ら
新
た
な
紙
を
作
る
な
ど
、
紙

の
削
減
・
循
環
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
活
動
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
寄

贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
た
だ
い
た
再
生
紙
は
役
場
で
、
環
境

ノ
ー
ト
は
朝
日
小
学
校
の
全
児
童
へ
配
布
さ

れ
ま
し
た
。

朝
日
村
カ
レ
ー
大
作
戦
が
始
ま
り
ま
し
た
！

小
学
校
プ
ー
ル
棟

�

改
修
工
事
完
了

セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
株
式
会
社
よ
り

朝
日
村
へ
再
生
紙
と
ノ
ー
ト
を
寄
贈

〇事業費　�工事費 �  約1億3,600万円�
設計監理費 �  約825万円

紙はごみとして捨てるのではなく、
リサイクルを意識し、資源を有効活用しましょう。
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風食防止対策実施中
　毎年、春に発生する農地の風食（砂嵐）は、視界を遮り、道路に堆積することで交通の妨げになっ
ています。特に、小・中学生の下校時間帯は、日が当たって乾燥した畑の土が風で舞いやすく、安
全な通行に注意が必要です。また、肥沃な土壌の損失や土壌病害の伝搬など、農業への影響も懸念
されます。
　そこで、朝日村風食防止対策協議会では、緑肥作物（ライ麦等）で農地を覆うことによる、風食
発生防止を推進しています。また、今年度はハゼリソウ、ヘアリーベッチの普及に向けて試験ほ場
を設置しています。地域の皆様には、風食対策へのご理解とご協力をお願いします。

〇支援の対象となる堆肥
　牛ふん、鶏ふん等の堆肥で、令和５年４月１日から令和５年12月31日の期間に購入したもの。
〇支援内容
　村内農業者が購入し、村内農地に使用した堆肥１ｔあたり1,000円を補助します。
　※購入した堆肥が、１ｔあたり1,000円を下回る場合は、税抜き価格を限度とします。
　※国の肥料価格高騰対策等他の補助を受けている場合は、合算して1,000円が上限です。
　※補助額の100円未満は切捨てとします。
〇申請期間
　令和５年11月６日から令和６年１月19日の期間に必要書類を産業振興課へ提出してください。

　国・県が行う肥料価格高騰対策支援金に上乗せして支援を行います。
〇支援の対象
　令和４年６月から令和５年５月に購入した肥料で、県が行う肥料価格高騰緊急対策事業に申請し
交付対象となったもの。（村の堆肥補助を受けたものは対象外）
〇支援内容
　化学肥料低減の取組みを行った上で、令和３年度と比較した肥料費の増加分について、最大２割
補助します。（支援金について、算出方法は国に準じ、100円未満は切捨てとします。）
〇申請期間
　令和５年11月６日から令和６年１月19日の期間に必要書類を産業振興課へ提出してください。

問合せ先　朝日村風食防止対策協議会事務局（産業振興課農政係） TEL 0263-99-4104

申請書類や詳細は、役場産業振興課農政係（TEL 0263-99-4104）までお問い合わせください。

〈風食防止用緑肥麦の栽培スケジュール〉
９月 10 月 11 月 12 月 1月 2月 3月 4月

堆肥購入費の一部を支援します！

化学肥料価格高騰分を支援します！



2023年12月23日土▶2024年2月29日木営業期間

営業時間 8：30～16：00（食事営業時間15：00まで）

村民向け特典情報

〔第1弾〕　朝日村民割シーズン券
 ◉大人15,000円　◉子供10,000円（小学生以下）
〔第2弾〕　毎月村民デー
 朝日村民リフト代無料　毎月第3日曜日（１月21日、２月18日）

　 

カルテットホール営業時間

村民割シーズン券をお求めの際は、あさひプライムスキー場（☎99-3700）までお問い合わせください。

2023-2024 シーズン営業のご案内

お願いしたいこと

雪の捨て場所 川 鎖川 鎖 大雪などで、雪を多量に捨てる
デイサービスセンター前、松の木橋右岸

場合は鎖川へお願いします！

◆除雪車が通過した後に寄せ雪が玄関口に残ってしま
う場合がありますが、各家庭で片付をお願いします。
◆早朝より除雪作業を行っていますが、幹線道路より
始めるため、地区内道路の除雪を始めるまでに時
間がかかります。ご自宅付近の道路・歩道の雪かき
をお願いします。
◆道路沿いの空き地や田畑に雪を寄せ付ける場合があ
りますが、ご協力をお願いします。

気をつけていただきたいこと

雪の季節がやってきました。
除雪作業の効率化のため、
皆さんのご協力を。

◆危険ですので、除雪作業車には近寄らないでください。
◆道路へはみ出している生垣や樹木の枝等は、除雪車が入れ
ない場合もありますので、あらかじめ切っておいてください。
◆水路への雪の投棄は、河川の氾濫や防火用水が確保でき
なくなりますので、行わないでください。また、交通安全確
保のために、道路へ雪を出さないようにお願いします。
◆雪道での運転は、スピードを落として走行しましょう。また、車
の屋根の雪は、必ず落としてから出かけましょう。

9：00～16：00

あさひプライムスキー場・緑の体験館コテージに関する
お問い合わせは【☎0263-99-3700】までどうぞ！

あさひプライムスキー場

広報 2023年11月号 〒390-1188長野県東筑摩郡朝日村大字古見1555-1　☎0263-99-2001
e-mail info@vill.asahi.nagano.jp　URL https://www.vill.asahi.nagano.jp/朝日村 日本ハイコム㈱発行発行 印刷あさひむら


